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１．経営成績・財政状態に関する分析 

(1) 経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当連結会計年度における日本経済は、東日本大震災からの復興需要に支えられながらも、欧州経済

の後退やアジア経済の減速を背景とした輸出の減少を主因に足踏み状態となりました。しかし、12月

に発足した新政権の緊急経済対策や日銀のさらなる金融緩和への期待から円安や株高が進むなど、景

気回復への期待感が高まりつつあります。 

このような環境下において、当社グループでは、「ＧＲＯＷＴＨ  １０～『“植物のチカラ”を新

たな価値へ』成長１０年構想～」のもと、昨年度からスタートした中期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ   

１０  フェーズⅡ」において、「安定した収益基盤の確立」と「確かな成長の実現」をテーマに事業

構造の変革を進め、利益志向・技術重視・海外市場開拓をキーワードに経営資源の再配分を積極的に

推進してまいりました。 

当連結会計年度の業績としましては、パーム油相場の下落により海外の加工油脂事業が前期比減収

となったこと等により、売上高は前期に比べ0.8％減少の3,099億81百万円となりました。また、利益

面でも、国内の油脂・油糧事業において適正な販売価格の形成に取り組むとともに徹底したコスト削

減に努めましたが、原材料価格等のコスト上昇がそれ以上に大きかったことなどから、営業利益が42

億27百万円と前期に比べ28.4％、経常利益が44億71百万円と前期に比べ17.1％、当期純利益が15億8

百万円と前期に比べ60.7％、それぞれ減少しました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 

〔油脂・油糧事業〕 

油脂・油糧事業につきましては、引き続き厳しい環境となっております。穀物相場は、世界的な食

糧需要の増加が続く中、昨年の南米大豆の大幅減産、米国の歴史的な干ばつなどを背景に高騰し、９

月には大豆相場は史上最高値となる１ブッシェル17.94米ドルを付けました。その後、今年の南米大

豆が豊作見通しとなり、下落はしたものの、ブラジルにおける収穫期の多雨による出荷遅延などの材

料に支えられ、１ブッシェル14米ドル台の高値で推移しました。一方、為替相場については円高傾向

で推移しておりましたが、原材料価格は前期に比べ上昇しました。なお、12月の政権交代以降急速に

円安が進行しており、次期の原材料調達コストに影響が見込まれております。 

家庭用食用油につきましては、多様化する消費者ニーズに的確に対応した売り場やメニューなどの

提案型営業を積極的に進め、フルライン戦略を展開しました。販売数量につきましては、ごま油やオ

リーブ油は順調に推移し前期を上回りましたが、レギュラー油等の主力商品が適正な価格販売形成へ

の取組みを推進したこと等により前期を下回ったため、家庭用食用油全体では前期を下回りました。

また、売上高につきましても前期を下回りました。贈答用詰合セットにつきましても、食用油調味料

ギフトの市場規模がギフト市場全体の対前年比以上に減少する厳しい市場環境の中で、販売数量、売

上高ともに前期を下回りました。 
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業務用食用油につきましては、レギュラー油の販売数量は前期を下回りましたが、プレミアム油・

ごま油・オリーブ油等の販売数量が前期を上回ったため、業務用食用油全体としては前期を上回りま

した。売上高においては、プレミアム油の販売構成が増加したこと等により、前期を上回りました。 

加工用油脂につきましては、大手食品ユーザーや工業用大豆油ユーザーとの取組みを積極的に推進

し、販売数量は前期を上回りました。しかしながら、売上高については、想定していたまでの価格形

成に至らなかったこと等により前期を下回りました。 

油粕につきましては、食用油の需要が大豆油から菜種油やパーム油にシフトする状況が続き、菜種

搾油量の増加に比べ大豆搾油量の減少幅が大きく、油粕の生産量が減少したため、販売数量は前期を

下回りました。売上高においては、ミールバリューの上昇もあり販売価格が上昇したため前期を上回

りました。 

大連日清製油有限公司につきましては、中国国内において、大豆輸入の急増にもかかわらず需要の

伸びが追いついていないことなどを背景に、原材料コストの大幅上昇分を製品価格に転嫁できない厳

しい環境の下、採算重視の販売活動に取り組みました。しかしながら、販売数量と売上高は大幅に減

少した前期に比べ増加しましたが、利益面においては改善したとはいえ厳しい状況が続きました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前期に比べ3.2％増加の2,069億42百万円となりましたが、

営業利益は34億36百万円と前期に比べ5.8％減少しました。 

 

〔加工油脂事業〕 

国内の加工油脂事業につきましては、カカオバター相場が歴史的低水準で推移した影響を受け、代

用脂の販売価格が下落したことなどから、販売価格は前期を下回りましたが、主としてショートニン

グ類を中心に販売数量を伸ばした結果、売上高は前期を上回りました。子会社の大東カカオ株式会社

につきましては、販売数量は前期を上回りましたが、売上高では前期を若干下回りました。一方、利

益面では、原材料価格が低下したこともあり、前期を上回りました。 

INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD.につきましては、欧州の景気低迷による販売数量の減

少や安価なインドネシア産パーム油の影響を受け、販売数量、売上高ともに前期を下回りました。利

益面においても、インドネシアの輸出関税体系変更やパーム油相場の低下などによる精製マージンの

悪化や代用脂市場の市況低迷により、前期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前期に比べ12.9％減少の749億23百万円となりました。ま

た、利益面では、INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD.の100％子会社化に伴いのれんの償却

が新規に発生したこともあり、営業利益は8億9百万円と前期に比べ58.1％減少しました。 

 

〔ヘルシーフーズ事業〕 

ドレッシング・マヨネーズ類につきましては、「日清ドレッシングダイエット」を中心とした積極

的な拡販戦略を実施したこと、「日清マヨドレ」が健康訴求タイプとして好調であったこと等から、

販売数量、売上高ともに前期を上回ることができました。また、高齢者食品、治療食品につきまして

も好調に推移しましたが、その他の商品群が前期を大きく下回りました。 

子会社のもぎ豆腐店株式会社につきましては、夏場に豆腐が振るわなかったため、販売数量、売上

高は前期を下回りました。また、利益面でも原料である国産大豆価格が高騰したこと等により前期を

下回りました。 
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これらの結果、当セグメントの売上高は前期に比べ0.2％減少の70億81百万円となり、営業損失は

前期に比べ51百万円増加の2億73百万円となりました。 

 

〔ファインケミカル事業〕 

化粧品原料につきましては、欧州の経済低迷や中国の成長鈍化の影響を受けたものの、韓国向けの

販売が大幅に伸長したことにより、輸出全体としては前期を上回りました。一方で、国内販売が前期

を下回ったため、化粧品原料全体の販売数量は前期並みとなりましたが、販売構成の変化により売上

高は前期を上回りました。また、化学品につきましては、欧州経済の低迷により一部製品の売上が不

調であったことから、売上高は前期を下回りました。化成品につきましては、受託生産品が好調に推

移し、売上高は前期を上回りました。 

Industrial Quimica Lasem,S.A.U.につきましては、一昨年７月に株式を取得し連結子会社となっ

ておりますが、欧州経済の低迷の影響を受けて厳しい業績となっております。なお、昨年7月に同社

の株式を追加取得し、同社は100％子会社となっております。 

これらの結果、当セグメントの売上高は、Industrial Quimica Lasem,S.A.U.の業績を初めて通年

分反映したこともあり、前期に比べ16.3％増加の124億87百万円となりましたが、新たなのれんの償

却負担も発生したため、営業利益は3億99百万円と前期に比べ37.5％減少しました。 

 

〔大豆食品素材事業〕 

大豆食品素材事業につきましては、生産・販売・技術サポートが一体となった事業展開や、新商品

による顧客・市場開拓を進め、販売数量、売上高ともに前期を上回りました。 

これらの結果、当セグメントの売上高は前期に比べ11.5％増加の52億85百万円となり、営業利益は

44百万円と前期に比べ11.8％増加しました。 

 

〔その他〕 

情報システム事業をはじめその他の事業の売上高は、前期に比べ5.9％減少の32億60百万円となり、

営業利益は3億66百万円と前期に比べ13.5％減少しました。 

 

〔地域別売上高〕 

中国、マレーシアなどのアジア向け売上高は、パーム油相場の下落に伴うINTERCONTINENTAL 

SPECIALTY FATS SDN.BHD.の売上高減少の影響等により、前期に比べ1.7％減少の480億67百万円とな

りました。また、欧州、米国などのその他地域への売上高は、欧州経済の低迷の影響を受け、前期に

比べ12.3％減少の247億84百万円となりました。なお、連結売上高に占める海外売上高の割合につき

ましては、前期に比べ1.2ポイント減少し23.5％となりました。 
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② 次期の見通し 

世界的な穀物需要の増加が続いており、今後も原材料価格は高値圏で推移するものと見込まれます。

また、為替相場につきましても次期は円安の影響を強く受けるため、原材料調達コストのさらなる上

昇やエネルギーコストの上昇が見込まれます。一方、日本国内では、政権交代により景気浮揚やイン

フレ誘導政策が展開されていますが、消費者の低価格志向は根強く、デフレからの脱却は容易ではな

いと見られており、当社を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあります。このような状況を製油業界

の構造問題と認識し、平成25年度では、「ＧＲＯＷＴＨ  １０  フェーズⅡ」の最終年度として「成

長戦略」と「構造改革戦略」を実行し、安定した収益基盤の確立と確かな成長の実現に向けて、「事

業構造改革」の完遂を目指してまいります。 

次期の連結業績予想につきましては、売上高は3,400億円、営業利益は67億円、経常利益は60億円、

当期純利益は27億円をそれぞれ見込んでおります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ114億47百万円増加し、2,485億80百万円と

なりました。主な原因は、現金及び預金が80億10百万円、短期貸付金(現先)が24億99百万円それぞれ

減少した一方で、売上債権が30億28百万円、原材料価格の上昇などによりたな卸資産が133億63百万

円、設備投資等により有形固定資産が31億6百万円、投資有価証券が時価評価等の影響により21億39

百万円それぞれ増加したことであります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ76億35百万円増加し、1,315億2百万円となりました。主な要因は、

有利子負債が29億38百万円減少した一方で、仕入債務が71億64百万円、未払金が12億85百万円、繰延

税金負債(固定)が18億31百万円それぞれ増加したことであります。 

純資産は、時価評価の変動等によりその他の包括利益累計額が34億73百万円増加したことなどによ

り、前連結会計年度末に比べ38億11百万円増加し、1,170億78百万円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に対して、

105億26百万円減少し、164億52百万円となりました。 

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕 

営業活動によるキャッシュ・フローは、13億69百万円の増加となりました。増加要因としては税金

等調整前当期純利益45億20百万円、減価償却費58億93百万円、仕入債務の増加66億85百万円、減少要

因としては、売上債権の増加21億52百万円、たな卸資産の増加118億32百万円であります。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

投資活動によるキャッシュ・フローは、49億45百万円の減少となりました。主な内訳は、有形固定

資産の取得による支出48億97百万円であります。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕 

財務活動によるキャッシュ・フローは、77億93百万円の減少となりました。社債の償還による支出

50億円、配当金の支払16億62百万円が主な内訳であります。 
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率 46.6 48.3 46.9 45.2 44.4

時価ベースの自己資本比率 33.8 35.1 29.1 24.0 22.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 

1.9 4.5 ─ 5.0 46.1

インタレスト・カバレッジ・
レシオ 

32.6 11.0 ─ 10.4 1.1

（注）自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

１ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

２ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３ キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してお

ります。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題の一つとして認識しております。利益配当に

つきましては、安定的な配当の継続を基本としつつ、中期経営計画の達成状況、連結業績を勘案し、

配当性向も考慮したうえで実施していく方針であります。また、内部留保につきましては、企業価値

向上に向けた投資等に活用するとともに、必要な利益還元に備えるなど長期的視野で株主の皆様のご

期待に応えたいと考えております。 

この方針のもと、当期の期末配当につきましては、期初の予定通り１株当たり５円とさせていただ

く予定です。従いまして、年間では中間配当を含めまして１株あたり１０円となる予定です。また、

次期の配当につきましては、１株当たり年間１０円を予定しております。 

 

(4) 事業等のリスク 

当社グループの経営成績、株価および財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のよ

うなものがあります。なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末において当社グル

ープが判断したものであります。 

① 為替相場の変動 

当社グループでは、製油事業における原材料である大豆、菜種等は全量海外から輸入しております。

また、中国をはじめ東アジア等において海外事業展開を行っております。このため、当社グループは

原材料コストや外貨での借入金残高等にかかる為替変動リスクを有しており、為替相場の変動により

業績および財務状況が影響を受ける可能性があります。これに対し、当社グループでは、為替予約等

によるリスクヘッジを機動的に行っております。 
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② 原材料国際価格の変動 

原材料である大豆、菜種等の仕入につきましては、為替相場変動に加え、原材料国際価格および原

油価格高騰等に伴う輸送コスト等の変動リスクを有しております。原材料価格は当社グループのコス

トにとって重要な部分を占めることから、相場変動により業績に影響を及ぼす可能性があります。当

社グループでは、原材料価格変動についても一部先物市場等によるヘッジを行っております。 

③ 国内外の製品市況の変動 

製油事業の販売環境におきましては、国内外の製品市況の変動による影響があります。油粕および

加工用油脂製品の国内販売価格は国際市況に概ね連動いたします。また、海外からの製品輸入動向が

国内販売価格への影響要因となる可能性もあります。これら国内外の製品市況の変動により当社グル

ープの業績が影響を受ける可能性があります。これに対し、当社グループでは、市況変動の影響が小

さい高付加価値商品の拡販に取り組むとともに、品質やコスト等に見合う適正な販売価格の維持につ

とめております。 

④ 事業展開に伴うリスク 

当社グループは、日本国内のみならず、東アジア等の国および地域において事業を展開しておりま

す。以下のようなリスク要因は、国内の生産・販売等の拠点においても同様ですが、特に海外事業展

開においては、いわゆるカントリー・リスクとなります。これらの事象が発生した場合には当社グル

ープの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

ⅰ法律等の諸規制の予期せぬ制定または改廃 

ⅱ不測の政治的・経済的要因の発生 

ⅲテロ、紛争、自然災害、感染症等による社会的混乱 

ⅳ情報化に係る諸問題（コンピュータウイルス、情報漏洩等）の発生 

当社グループにおきましては、上記リスクを最小限に留めるべく、情報収集につとめ、危機管理体

制の中で的確かつ迅速に対応してまいります。 

⑤ 地震・台風等の自然災害および感染症の蔓延 

当社グループの国内各拠点におきまして、大規模な地震・台風等の自然災害が発生した場合や新た

な感染症が流行した場合、事業活動の停止、設備や棚卸資産の損壊等により、当社グループの業績お

よび財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 

これに対し、当社グループでは、非常時の管理体制として大規模地震に関わるＢＣＰ（事業継続計

画）を平成21年６月に、新型インフルエンザに対するＢＣＰを平成21年11月にそれぞれ策定し、リス

ク軽減等の対策を講じております。 

なお、平成23年３月11日に発生した東日本大震災を踏まえ、極大レベルの地震・津波の被害想定を

新たに追加し、「想定外」の事態発生を極力排除する視点でＢＣＰの再構築を平成24年５月に行って

おります。 
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⑥ 法律等の諸規制 

当社グループは、食品衛生法、ＪＡＳ法、薬事法、環境・リサイクル関連法規、関税・輸出入規制、

外国為替管理法、個人情報保護法等による法的規制の適用を受けております。こうしたなか、当社グ

ループにおきましてはコンプライアンス強化を第一義とし、権利の保全にも万全を期しております。

しかしながら、将来におきまして、現在のところ予測し得ない新たな法的規制が設けられる場合も考

えられ、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑦ 食の安全性について 

食品の品質および安全性についての社会的関心の高まりから、より一層厳格な品質管理体制が求め

られております。 

当社グループにおきましては、ＩＳＯの国際品質規格を取得するとともに、厳しい品質保証体制を

構築しております。今後とも品質保証システムをより一層強化し、安全性の確保につとめてまいりま

す。ただし、これらの取組みの範囲を超えた品質問題が発生した場合には、当社グループの業績が影

響を受ける可能性があります。 

 

２．企業集団の状況 

最近の有価証券報告書（平成24年６月27日提出）における「事業系統図（事業の内容）」および

「関係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

なお、Industrial Quimica Lasem,S.A.U.につきましては、昨年７月に株式を追加取得しており

100％子会社になっております。また、三菱商事株式会社から、現状を会計基準に照らし合わせ、当

社が同社の関連会社に該当しないこととなったとの報告を受けており、三菱商事株式会社は当社のそ

の他の関係会社に該当しないこととなりました。 

また、連結範囲の変更等につきましては、「連結財務諸表作成のための基本となる事項」の「連結

の範囲に関する事項」、「持分法の適用に関する事項」をご参照ください。 
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３．経営方針 

(1) 会社の経営の基本方針 

当社グループは、主なステークホルダーである顧客、株主、従業員、社会・環境にとって存在価値

のある企業グループとして、人々の幸せを実現するとともに、社会・経済の発展に貢献し続けていく

ことを使命と考えております。そのために永年培ってきた植物油脂をはじめとする食に関わる技術を

ベースに、「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとし、新たな価値の創造と社会への提供

を通じて、絶えず発展・進化していく企業グループでありたいと考えております。 

また、地球環境問題への主体的な取組み、ＣＳＲ（企業の社会的責任）の推進、関係法令の遵守等

を通じて、現代社会の一員である企業としての責任を全うしたいと考えております。 

 

(2) 目標とする経営指標 

当社グループは、平成19年度からの10ヵ年の経営基本構想として「ＧＲＯＷＴＨ  １０～『“植物

のチカラ”を新たな価値へ』成長10年構想～」を策定し、企業価値の最大化を目指すとともに、キャ

ッシュ・フローならびに経営資源の最適配分を重視しております。平成23年度から始まった３ヵ年中

期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ  １０  フェーズⅡ」においては、経営環境の変化を踏まえて事業構造を

変革し「安定した収益基盤の確立」と「確かな成長の実現」を成し遂げることを目指しております。

その実現に向け、「売上高」、「営業利益」、「経常利益」、「当期純利益」の収益目標に加え、Ｒ

ＯＥや海外売上高比率等の経営指標を目標化し、取り組んでまいります。なお、具体的な中長期の数

値目標につきましては、事業を取り巻く環境の複雑化、変化の速さを考慮し、設定しておりません。

単年度の収益目標につきましては、連結業績予想の通りとなっており、単年度目標の達成を積み上げ

ることで、中長期的な企業価値の向上を目指してまいります。 

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略 

日清オイリオグループ10ヵ年経営基本構想「ＧＲＯＷＴＨ  １０」では、“植物のチカラ”で新た

な価値を創造し続ける国際的な企業グループの実現を目指しており、具体的には次の５つの実現を目

指しております。 

① “植物のチカラ”を独創的な技術で具現化 

“植物のチカラ”を独創的な技術で新たな価値に変える企業グループを目指します。 

② 海外売上高比率３割以上の国際企業への飛躍 

グローバルな視野で事業・ブランドを展開することにより海外売上比率３割以上の国際的な企

業グループを目指します。 

③ ＣＳＲ活動による社会・環境への貢献 

社会・環境への誠実な貢献を通じて厚い信頼と高い評価を得る企業グループを目指します。 

④ あらゆる場での絶え間ない革新 

あらゆる場で絶え間ない挑戦と革新を続ける強い意志、風土をもつ企業グループを目指します。 

⑤ 高い収益構造の獲得 

高い収益構造を有する企業グループを目指します。 
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この10ヵ年の経営基本構想のうち、平成23年度からの３ヵ年を中期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ  １０  

フェーズⅡ」とし、新たな価値を創造し続ける国際的な企業グループへ飛躍するため、次のような事

業構造の変革を目指します。 

◇油脂・油糧事業は、環境変化に係らず安定収益を獲得し続けている 

◇加工油脂事業は、収益規模において油脂・油糧事業に匹敵するレベルに到達している 

◇成長事業は、次フェーズ以降の収益の柱となりえる新たなビジネスモデルを確立している 

なお、「ＧＲＯＷＴＨ  １０」につきましては、開始時に描いた環境が大きく変化したことにより、

フェーズⅡにて終了し、新中期経営計画を平成26年度からスタートさせることとします。 

 

(4) 会社の対処すべき課題 

世界的な穀物需要の増加や投機資金の流入等の要因により、原料価格の高値推移が続いていること

に加えて、日本国内では少子高齢化の進展、消費者の低価格志向の高まり、円安による輸入原料やエ

ネルギーコストの上昇など当社を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあります。 

このような状況を製油業界の構造問題と認識し、中期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ  １０  フェーズⅡ」

では、安定した収益基盤の確立と確かな成長の実現に向けて変革に取り組んでまいりました。 

平成25年度は、「ＧＲＯＷＴＨ  １０  フェーズⅡ」の最終年度として「成長戦略」と「構造改革

戦略」を実行し、「事業構造改革」の完遂を目指してまいります。 

日本国内の油脂・油糧事業においては、顧客から支持されることがブランドの源泉であることを再

認識し、マーケット起点での商品開発・営業戦略を進めてまいります。これに加えて、将来像を見据

えた生産物流体制を構築し、油脂販売における収益力アップをはかります。また、中国の油脂・油糧

事業においては、環境の変化を踏まえ、事業の再構築を進めてまいります。 

加工油脂事業においては、大東カカオ株式会社や提携企業との連携強化による収益の拡大、

INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD.を中心としたパーム事業の構造改革を進めてまいります。 

その他組織構造や業務管理の改善等、シンプルかつ効率的な事業構造の構築を目指してまいります。 

また、企業価値の最大化に向けたコーポレートブランド戦略の展開とともに、コンプライアンス体

制の強化や内部統制システムの整備・運用をはじめ、コーポレートガバナンスの強化を進めてまいり

ます。 

当社は「法的な責任を果たすこと」はもちろんのこと、安全で安心できる商品やサービスの安定的

な提供、環境への取組み、社会貢献、適切な情報開示など、「あらゆるステークホルダーからの期待

に応えること」がＣＳＲであると考えております。ＣＳＲに対する主体的な取組みにより、あらゆる

ステークホルダーからの信頼・共感の維持・向上を図り、企業の持続的発展、企業価値の向上を目指

してまいります。 
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,222 9,211

受取手形及び売掛金 ※5, ※7 56,001 ※5, ※7 59,030

有価証券 251 403

たな卸資産 ※1 44,065 ※1 57,428

繰延税金資産 3,023 2,466

短期貸付金 9,999 7,499

その他 4,575 5,945

貸倒引当金 △28 △24

流動資産合計 135,109 141,960

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 25,885 28,580

機械装置及び運搬具（純額） 16,032 16,161

土地 28,206 28,247

リース資産（純額） 882 710

建設仮勘定 2,956 3,367

有形固定資産合計 ※3 73,962 ※3 77,068

無形固定資産

のれん 4,560 4,210

その他 1,805 1,556

無形固定資産合計 6,365 5,766

投資その他の資産

投資有価証券 ※2, ※4 16,114 ※2, ※4 18,253

長期貸付金 272 253

繰延税金資産 746 583

その他 5,089 5,271

貸倒引当金 △587 △623

投資その他の資産合計 21,636 23,739

固定資産合計 101,964 106,574

繰延資産

社債発行費 58 45

繰延資産合計 58 45

資産合計 237,132 248,580
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4, ※7 31,511 ※4, ※7 38,676

短期借入金 ※6 18,608 ※6 23,850

1年内償還予定の社債 5,000 5,000

リース債務 330 283

未払金 11,590 12,876

未払費用 3,987 4,396

未払法人税等 398 640

繰延税金負債 10 64

役員賞与引当金 53 52

その他 ※5 1,866 ※5 1,918

流動負債合計 73,359 87,759

固定負債

社債 25,000 20,000

長期借入金 17,540 14,359

リース債務 562 446

繰延税金負債 3,967 5,798

退職給付引当金 1,180 1,205

役員退職慰労引当金 1,206 1,204

負ののれん 13 5

その他 1,036 723

固定負債合計 50,506 43,742

負債合計 123,866 131,502

純資産の部

株主資本

資本金 16,332 16,332

資本剰余金 26,072 26,072

利益剰余金 68,284 68,130

自己株式 △2,781 △2,783

株主資本合計 107,907 107,751

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,083 2,941

繰延ヘッジ損益 99 △381

為替換算調整勘定 △1,998 99

その他の包括利益累計額合計 △814 2,659

少数株主持分 6,173 6,667

純資産合計 113,266 117,078

負債純資産合計 237,132 248,580
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 312,628 309,981

売上原価 ※1 262,825 ※1 260,643

売上総利益 49,802 49,337

販売費及び一般管理費 ※2 43,902 ※2 45,110

営業利益 5,900 4,227

営業外収益

受取利息 90 101

受取配当金 282 272

為替差益 491 595

負ののれん償却額 9 9

持分法による投資利益 126 244

その他 239 568

営業外収益合計 1,239 1,791

営業外費用

支払利息 1,287 1,213

たな卸資産処分損 145 103

その他 312 230

営業外費用合計 1,744 1,546

経常利益 5,395 4,471

特別利益

固定資産売却益 － ※4 217

投資有価証券売却益 126 8

負ののれん発生益 － 21

特別利益合計 126 246

特別損失

有価証券売却損 1,577 －

災害による損失 ※6 209 －

固定資産売却損 ※5 12 －

固定資産除却損 ※3 210 ※3 156

投資有価証券評価損 191 －

関係会社株式評価損 78 －

貸倒引当金繰入額 146 －

その他の投資評価損 4 －

拠点移転費 － 41

特別損失合計 2,431 197

税金等調整前当期純利益 3,090 4,520

法人税、住民税及び事業税 771 962

法人税等調整額 △1,770 1,456

法人税等合計 △998 2,419

少数株主損益調整前当期純利益 4,088 2,101

少数株主利益 255 593

当期純利益 3,833 1,508
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連結包括利益計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 4,088 2,101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,177 1,826

繰延ヘッジ損益 △2,936 △423

為替換算調整勘定 △636 2,068

持分法適用会社に対する持分相当額 △14 208

その他の包括利益合計 △2,409 3,679

包括利益 1,679 5,780

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,145 4,982

少数株主に係る包括利益 △466 798
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（３）連結株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 16,332 16,332

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 16,332 16,332

資本剰余金

当期首残高 26,072 26,072

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 26,072 26,072

利益剰余金

当期首残高 66,144 68,284

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 3,833 1,508

当期変動額合計 2,140 △154

当期末残高 68,284 68,130

自己株式

当期首残高 △508 △2,781

当期変動額

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △2,272 △2

当期末残高 △2,781 △2,783

株主資本合計

当期首残高 108,039 107,907

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 3,833 1,508

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △132 △156

当期末残高 107,907 107,751

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △81 1,083

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,165 1,857

当期変動額合計 1,165 1,857

当期末残高 1,083 2,941
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

繰延ヘッジ損益

当期首残高 2,457 99

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,357 △480

当期変動額合計 △2,357 △480

当期末残高 99 △381

為替換算調整勘定

当期首残高 △1,502 △1,998

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △495 2,097

当期変動額合計 △495 2,097

当期末残高 △1,998 99

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 872 △814

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,687 3,473

当期変動額合計 △1,687 3,473

当期末残高 △814 2,659

少数株主持分

当期首残高 8,508 6,173

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,335 494

当期変動額合計 △2,335 494

当期末残高 6,173 6,667

純資産合計

当期首残高 117,421 113,266

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 3,833 1,508

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,022 3,968

当期変動額合計 △4,155 3,811

当期末残高 113,266 117,078

日清オイリオグループ㈱　(2602)　平成25年3月期　決算短信

－16－



  
（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,090 4,520

減価償却費 6,260 5,893

のれん償却額 124 792

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51 24

受取利息及び受取配当金 △373 △373

支払利息 1,287 1,213

持分法による投資損益（△は益） △126 △244

有価証券売却損益（△は益） 1,577 △8

災害損失 209 －

固定資産除売却損益（△は益） 222 △60

投資有価証券売却損益（△は益） △126 －

投資有価証券評価損益（△は益） 191 －

関係会社株式評価損 78 －

貸倒引当金繰入額 146 －

負ののれん発生益 － △21

拠点移転費 － 41

売上債権の増減額（△は増加） 955 △2,152

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,419 △11,832

仕入債務の増減額（△は減少） △4,223 6,685

その他 1,762 △1,561

小計 14,527 2,916

利息及び配当金の受取額 373 375

利息の支払額 △1,282 △1,236

法人税等の支払額 △339 △685

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,279 1,369

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） 3,122 －

有形固定資産の取得による支出 △4,504 △4,897

有形固定資産の売却による収入 23 35

投資有価証券の取得による支出 △258 △40

投資有価証券の売却による収入 180 45

投資有価証券の償還による収入 400 750

連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の

取得による支出
△1,829 －

関係会社株式の取得による支出 △5,604 △340

関係会社株式の売却による収入 － 68

その他 △1,327 △567

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,797 △4,945
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,786 △29

長期借入れによる収入 14,619 2,162

長期借入金の返済による支出 △4,482 △2,856

社債の償還による支出 △5,010 △5,000

社債の発行による収入 9,933 －

リース債務の返済による支出 △296 △354

配当金の支払額 △1,692 △1,662

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △2,273 △2

少数株主への配当金の支払額 △212 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,799 △7,793

現金及び現金同等物に係る換算差額 △294 842

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,986 △10,526

現金及び現金同等物の期首残高 15,992 26,978

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 26,978 ※1 16,452
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 

子会社28社のうち、17社を連結の範囲に含めております。 

なお、当連結会計年度中の増減は以下のとおりであります。 

（除外） 

陽興エンジニアリング㈱：会社清算により連結子会社より除外 

主要な連結子会社は次のとおりであります。 

攝津製油㈱、日清商事㈱、日清物流㈱、大東カカオ㈱、大連日清製油有限公司、日清奥利友（中国）

投資有限公司、INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD. 

非連結子会社11社の総資産、売上高、純損益の持分に見合う額および利益剰余金等の持分に見合う

額の合計額は、いずれも連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であるため、連結の範囲から除外しており

ます。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

非連結子会社11社および関連会社13社のうち５社に対する投資について、持分法を適用しておりま

す。なお、当連結会計年度中の増減はありません。 

主要な持分法適用関連会社は次のとおりであります。 

㈱ピエトロ、和弘食品㈱、幸商事㈱ 

非連結子会社11社および関連会社８社の純損益および利益剰余金等の持分に見合う額の合計額は、

いずれも連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の範囲から除外しております。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社のうち、大連日清製油有限公司、上海日清油脂有限公司、日清奥利友（中国）投資有限

公司、INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS SDN.BHD.、Industrial Quimica Lasem,S.A.U.およびT.&C. 

MANUFACTURING COMPANY PRIVATE LIMITEDの決算日は12月31日であります。 

連結財務諸表の作成にあたり、各社の同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重

要な取引は連結決算上必要な調整を行っております。 

 

なお、上記以外は、最近の有価証券報告書(平成24年６月27日提出)における記載から重要な変更がな

いため開示を省略しております。 
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（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

なお、これによる当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響

は軽微であります。 
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（連結貸借対照表関係） 

※１  たな卸資産の内訳 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

商品及び製品 23,683百万円 26,486百万円 

仕掛品 199   〃 138   〃 

原材料及び貯蔵品 20,181   〃 30,803   〃 

 

※２  非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

投資有価証券(株式) 3,382百万円 3,480百万円 

投資有価証券(出資金) 758   〃 865   〃 

 

※３  有形固定資産の減価償却累計額は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

有形固定資産の減価償却累計額 127,200百万円 132,153百万円 

 

※４  担保資産および担保付債務 

担保に供している資産及び担保付債務は、以下のとおりであります。 

担保に供している資産 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

投資有価証券 86百万円 95百万円 

 

担保権によって担保されている債務 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

買掛金 7百万円 9百万円 

 

※５  売掛債権流動化について 

連結決算日現在の金額は次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

売掛金譲渡額 2,168百万円 997百万円 

預り金(債権代理回収分) 524   〃 146   〃 

預り金(債権代理回収分)は、譲渡済売掛債権の代理回収金額のうち、債権買取会社への連結決算

日現在の未精算額であります。 

なお、預り金(債権代理回収分)は、負債の部の流動負債「その他」に含めております。 

 

※６  当社および連結子会社(４社)においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行９行と当

座貸越契約およびコミットメントライン契約を締結しております。 

当連結会計年度末における当座貸越契約およびコミットメントライン契約に係る借入未実行残高

等は次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当座貸越極度額およびコミット 
メントライン契約の総額 

40,086百万円 40,092百万円 

借入実行残高 △400  〃 △300   〃 

差引額 39,686   〃 39,792   〃 
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※７  期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に

含まれております。 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

受取手形 136百万円 135百万円 

支払手形 34   〃 3   〃 

 

８  偶発債務は、次のとおりであります。 

銀行借入金等の保証 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

当社従業員 365百万円 292百万円 

 

ユーティリティー利用料に対する保証 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

Colasem.A.I.E. － 20百万円 
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（連結損益計算書関係） 

※１  通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりでありま

す。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

売上原価 381百万円 252百万円 

 

※２  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

製品運賃、運搬費及び倉庫料 12,179百万円 11,990百万円 

貸倒引当金繰入額 15  〃 △16  〃 

給料賃金 7,374  〃 7,612  〃 

退職給付費用 996  〃 1,081  〃 

役員退職慰労引当金繰入額 186  〃 137  〃 

役員賞与引当金繰入額 53  〃 52  〃 

広告費 4,254  〃 4,373  〃 

減価償却費 1,758  〃 1,750  〃 

のれんの償却額 133  〃 801  〃 

 

一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。  

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

研究開発費 2,015百万円 1,900百万円 

 

※３  固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

建物及び構築物 119百万円 98百万円 

機械装置及び運搬具 83  〃 56  〃 

その他の固定資産 7  〃 0  〃 

計 210  〃 156  〃 

 

※４  固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

建物及び構築物 － 214百万円 

機械装置及び運搬具 － 2  〃 

計 － 217  〃 

 

※５  固定資産売却損の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

機械装置及び運搬具 12百万円 － 

 

※６  災害による損失の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

棚卸資産処分費用 209百万円 － 
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（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 173,339,287 － － 173,339,287 

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 1,135,118 6,023,382 830 7,157,670 

(変動事由の概要) 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

単元未満株式の買取りによる増加                             23,382株 

平成23年５月10日の取締役会の決議による自己株式の取得    6,000,000株 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

単元未満株式の買増請求による減少                              830株 

 

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり配当額
(円) 

基準日 効力発生日 

平成23年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 861 5.00 平成23年３月31日 平成23年６月29日

平成23年11月４日 
取締役会 

普通株式 831 5.00 平成23年９月30日 平成23年12月６日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成24年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 831 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月28日
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当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 173,339,287 － － 173,339,287

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 7,157,670 7,243 463 7,164,450

(変動事由の概要) 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

単元未満株式の買取りによる増加                              7,243株 

減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 
単元未満株式の買増請求による減少                              463株 

 

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり配当額
(円) 

基準日 効力発生日 

平成24年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 831 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月28日

平成24年11月２日 
取締役会 

普通株式 831 5.00 平成24年９月30日 平成24年12月４日

  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円) 

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 

平成25年６月26日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 831 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

※１  現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
  至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
  至  平成25年３月31日) 

現金及び預金 17,222百万円 9,211百万円 

有価証券 251  〃 403  〃 

短期貸付金（現先） 9,998  〃 7,498  〃 

現金及び預金の内、預入期間が３カ月を 
超える定期預金 

△243  〃 △259  〃 

有価証券の内、株式及び償還期間が３カ月を 
超える債券等 

△250  〃 △402  〃 

現金及び現金同等物 26,978  〃 16,452  〃 
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（企業結合等関係） 

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

共通支配下の取引等 

１．取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 

結合当事企業の名称 Industrial Quimica Lasem, S.A.U.（所在地：スペイン） 

事業の内容     化粧品用原料、潤滑油の製造販売 

(2) 企業結合日 

平成24年７月21日 

(3) 企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得（追加取得） 

(4) 結合後企業の名称 

名称の変更はありません。 

(5) 取引の目的を含む取引の概要 

当社は、平成23年にIndustrial Quimica Lasem, S.A.U.（以下、IQL社）の主要株式（85%）を

取得しておりましたが、意思決定の迅速化を図り、経営の自由度を高めることによりグループ全

体の企業価値を向上させることを目的に、売主であり共同出資者であるJosep Marti Pellise氏お

よびJosep Betriu Pi氏が保有する全てのIQL社株式を取得いたしました。 

この株式取得により、IQL社は、当社の100％子会社となりました。 

２．実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12

月26日）に基づき、共通支配下の取引等として会計処理を行っております。 

３．子会社株式の追加取得に関する事項 

(1) 被取得企業の取得原価及びその内訳 

現金を対価とする株式取得額  3,438千ユーロ 

(2) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

① のれんの金額 

154百万円 

② 発生原因 

今後の事業展開によって期待されるシナジーを含む将来の超過収益力から発生したものであり

ます。 

③ 償却方法及び償却期間 

５年間にわたる定額法 
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（セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

当社は、本社に製品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品について国内および海外の包括的な

戦略を立案し事業活動を展開しております。したがって、当社は事業部を基礎とした製品別セグメント

から構成されており、「油脂・油糧事業」、「加工油脂事業」、「ヘルシーフーズ事業」、「ファイン

ケミカル事業」および「大豆食品素材事業」の５つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主な製品は、以下のとおりであります。 

事  業  区  分 主  要  製  品 

油脂・油糧事業 家庭用食用油、業務用食用油、加工用油脂、油粕 

加工油脂事業 
パーム加工品、チョコレート用油脂、マーガリン、ショートニング、 

チョコレート関連製品 

ヘルシーフーズ事業 
ドレッシング・マヨネーズ類、生活習慣病対応食品、高齢者・介護食品、 

治療関連食品、栄養調整食品、機能性素材、豆腐類 

ファインケミカル事業 
化粧品・トイレタリー原料、化学品、中鎖脂肪酸油、レシチン、 

トコフェロール、洗剤、殺菌洗浄剤、界面活性剤 

大豆食品素材事業 食品大豆、大豆たん白 

その他 
コンピューター関連、販売促進、スポーツ施設経営、損害保険代理、 

不動産賃貸 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重

要な事項」における記載と同一であります。 
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（単位：百万円） 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム事業等を含んで

おります。 

２  調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額(564)百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれ

ております。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額12,797百万円には、セグメント間取引消去額(8,354)百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社資産21,151百万円が含まれております。全社資産は主に、当社の余資運用

資金（現金及び預金、有価証券）、長期投資資金（投資有価証券のうち、各セグメントに直課できな

いもの）等であります。 

３  セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 

報告セグメント 
その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２

連結 
財務諸表
計上額
(注)３

油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 

売上高    

  外部顧客への売上高 200,562 86,023 7,095 10,740 4,740 309,162 3,465 312,628 － 312,628

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2,609 4,066 71 70 57 6,876 2,097 8,973 (8,973) －

計 203,172 90,089 7,167 10,811 4,797 316,038 5,563 321,601 (8,973) 312,628

セグメント利益 
又は損失（△） 

3,649 1,934 △221 638 40 6,041 423 6,464 (564) 5,900

セグメント資産 151,409 53,551 4,226 8,884 3,777 221,849 2,486 224,335 12,797 237,132

その他の項目    

  減価償却費 4,341 1,347 126 218 79 6,112 147 6,260 － 6,260

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

3,010 2,514 63 66 22 5,676 97 5,774 － 5,774
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当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

（単位：百万円） 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム事業等を含んで

おります。 

２  調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額(556)百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれ

ております。なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額4,315百万円には、セグメント間取引消去額(7,352)百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社資産11,668百万円が含まれております。全社資産は主に、当社の余資運用資

金（現金及び預金、有価証券）、長期投資資金（投資有価証券のうち、各セグメントに直課できない

もの）等であります。 

３  セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（関連情報） 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

（単位：百万円） 
 

日本 アジア その他 合計 

売上高 235,455 48,910 28,262 312,628

売上高に占める比率 75.3% 15.6% 9.0% 100.0%

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

  

 

報告セグメント 
その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２

連結 
財務諸表
計上額
(注)３

油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 

売上高    

  外部顧客への売上高 206,942 74,923 7,081 12,487 5,285 306,721 3,260 309,981 － 309,981

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2,721 3,912 67 147 59 6,907 2,073 8,981 (8,981) －

計 209,663 78,835 7,148 12,634 5,345 313,628 5,333 318,962 (8,981) 309,981

セグメント利益 
又は損失（△） 

3,436 809 △273 399 44 4,417 366 4,783 (556) 4,227

セグメント資産 170,577 53,914 4,334 9,771 3,774 242,373 1,891 244,265 4,315 248,580

その他の項目    

  減価償却費 3,926 1,351 120 287 69 5,754 138 5,893 － 5,893

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

4,019 2,124 67 321 34 6,567 91 6,659 － 6,659
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(2) 有形固定資産 

（単位：百万円） 

日本 アジア 欧州 合計 

59,980 12,461 1,521 73,962

 

３．主要な顧客ごとの情報 

（単位：百万円） 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

三菱商事株式会社 45,580 
油脂・油糧事業、加工油脂事業、ヘルシーフーズ事業、 

ファインケミカル事業、大豆食品素材事業 

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

（単位：百万円） 

 日本 アジア その他 合計 

売上高 237,129 48,067 24,784 309,981

売上高に占める比率 76.5% 15.5% 8.0% 100.0%

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

 

(2) 有形固定資産 

（単位：百万円） 

日本 アジア 欧州 合計 

60,548 14,773 1,746 77,068

 

３．主要な顧客ごとの情報 

（単位：百万円） 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名 

三菱商事株式会社 48,250 
油脂・油糧事業、加工油脂事業、ヘルシーフーズ事業、 

ファインケミカル事業、大豆食品素材事業 

 

（報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報） 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

該当事項はありません。 
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（報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報） 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
全社・ 
消去 

合計 
油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 

(のれん)     

当期償却額 3 64 26 39 － 133 0 － 133

当期末残高 3 3,796 39 720 － 4,560 － － 4,560

(負ののれん)     

当期償却額 7 － － － － 7 1 － 9

当期末残高 11 － － － － 11 2 － 13

 

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 
全社・ 
消去 

合計 
油脂・ 
油糧事業 

加工油脂 
事業 

ヘルシー
フーズ
事業 

ファイン
ケミカル
事業 

大豆食品
素材事業

計 

(のれん)     

当期償却額 3 601 26 170 － 801 0 － 801

当期末残高 － 3,387 13 809 － 4,210 － － 4,210

(負ののれん)     

当期償却額 7 － － － － 7 1 － 9

当期末残高 4 － － － － 4 0 － 5
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（１株当たり情報） 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

１株当たり純資産額 644.43円 664.42円

１株当たり当期純利益金額 22.88円 9.08円

（注）１  潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
２  １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度 

(自  平成23年４月１日 
至  平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益 (百万円) 3,833 1,508 

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － 

普通株式に係る当期純利益(百万円) 3,833 1,508 

普通株式の期中平均株式数(千株) 167,543 166,178 

３  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

項目 
前連結会計年度末 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度末 
(平成25年３月31日) 

純資産の部の合計額(百万円) 113,266 117,078 

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)   

（うち少数株主持分） (6,173) (6,667) 

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 107,092 110,410 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数(千株) 

166,181 166,174 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．個別財務諸表
（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,281 2,396

受取手形 23 29

売掛金 40,744 43,203

有価証券 250 402

たな卸資産 28,933 40,655

繰延税金資産 1,987 1,366

短期貸付金 13,065 11,960

その他 3,146 3,769

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 97,427 103,778

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 11,002 11,697

構築物（純額） 3,128 3,008

機械及び装置（純額） 6,474 5,958

車両運搬具（純額） 21 20

工具、器具及び備品（純額） 267 297

土地 18,422 18,422

リース資産（純額） 442 337

建設仮勘定 395 919

有形固定資産合計 40,156 40,662

無形固定資産

ソフトウエア 1,430 1,118

その他 78 77

無形固定資産合計 1,509 1,196

投資その他の資産

投資有価証券 11,132 12,916

関係会社株式 23,563 24,386

その他 5,960 5,941

投資損失引当金 － △398

投資その他の資産合計 40,656 42,845

固定資産合計 82,322 84,704

繰延資産

社債発行費 58 45

繰延資産合計 58 45

資産合計 179,808 188,528
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 21,638 30,284

短期借入金 6,494 6,300

1年内償還予定の社債 5,000 5,000

1年内返済予定の長期借入金 － 3,000

リース債務 148 133

未払金 10,725 11,987

未払費用 2,870 2,703

未払法人税等 80 284

役員賞与引当金 36 37

預り金 682 482

その他 411 －

流動負債合計 48,087 60,213

固定負債

社債 25,000 20,000

長期借入金 13,000 10,000

リース債務 316 220

繰延税金負債 80 1,920

役員退職慰労引当金 773 850

その他 298 305

固定負債合計 39,468 33,297

負債合計 87,556 93,511

純資産の部

株主資本

資本金 16,332 16,332

資本剰余金

資本準備金 24,742 24,742

その他資本剰余金 6 6

資本剰余金合計 24,748 24,748

利益剰余金

利益準備金 3,611 3,611

その他利益剰余金

配当引当積立金 1,200 1,200

別途積立金 43,900 43,900

繰越利益剰余金 3,742 4,608

利益剰余金合計 52,454 53,320

自己株式 △2,764 △2,766

株主資本合計 90,770 91,634

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,267 2,990

繰延ヘッジ損益 213 391

評価・換算差額等合計 1,481 3,382

純資産合計 92,251 95,016

負債純資産合計 179,808 188,528
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（２）損益計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

売上高 182,602 187,238

売上原価 142,410 147,778

売上総利益 40,191 39,460

販売費及び一般管理費 35,721 35,597

営業利益 4,470 3,862

営業外収益

受取利息 81 65

受取配当金 1,388 1,010

受取保険金 1 174

その他 177 337

営業外収益合計 1,648 1,588

営業外費用

支払利息 114 151

社債利息 386 359

たな卸資産処分損 142 99

その他 221 138

営業外費用合計 865 748

経常利益 5,252 4,702

特別利益

投資有価証券売却益 126 －

関係会社清算益 － 102

特別利益合計 126 102

特別損失

有価証券売却損 1,577 －

災害による損失 209 －

固定資産売却損 12 －

固定資産除却損 141 118

投資有価証券評価損 128 －

関係会社出資金評価損 1,966 －

会員権評価損 4 －

投資損失引当金繰入額 － 398

拠点移転費 － 22

特別損失合計 4,040 538

税引前当期純利益 1,339 4,265

法人税、住民税及び事業税 66 338

法人税等調整額 △1,183 1,398

法人税等合計 △1,116 1,737

当期純利益 2,455 2,528
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（３）株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 16,332 16,332

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 16,332 16,332

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 24,742 24,742

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 24,742 24,742

その他資本剰余金

当期首残高 6 6

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 6 6

資本剰余金合計

当期首残高 24,748 24,748

当期変動額

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 24,748 24,748

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 3,611 3,611

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,611 3,611

その他利益剰余金

配当引当積立金

当期首残高 1,200 1,200

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,200 1,200

別途積立金

当期首残高 43,900 43,900

当期末残高 43,900 43,900

繰越利益剰余金

当期首残高 2,979 3,742

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 2,455 2,528

当期変動額合計 763 866

当期末残高 3,742 4,608

利益剰余金合計

当期首残高 51,691 52,454

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

当事業年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

別途積立金の積立 － －

当期純利益 2,455 2,528

当期変動額合計 763 866

当期末残高 52,454 53,320

自己株式

当期首残高 △491 △2,764

当期変動額

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △2,272 △2

当期末残高 △2,764 △2,766

株主資本合計

当期首残高 92,280 90,770

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 2,455 2,528

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △1,509 863

当期末残高 90,770 91,634

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 140 1,267

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,127 1,723

当期変動額合計 1,127 1,723

当期末残高 1,267 2,990

繰延ヘッジ損益

当期首残高 375 213

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △161 178

当期変動額合計 △161 178

当期末残高 213 391

評価・換算差額等合計

当期首残高 515 1,481

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 965 1,901

当期変動額合計 965 1,901

当期末残高 1,481 3,382

純資産合計

当期首残高 92,795 92,251

当期変動額

剰余金の配当 △1,692 △1,662

当期純利益 2,455 2,528

自己株式の取得 △2,273 △2

自己株式の処分 0 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 965 1,901

当期変動額合計 △544 2,765

当期末残高 92,251 95,016
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(4) 個別財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 

６．その他 

 
(1) 役員の異動（平成25年６月26日付予定） 

  ① 代表者の異動 
 

１．退任 
 
                  大 込  一 男（現 代表取締役会長） 
                     ※ 同日付で取締役を退任し、相談役に就任予定 
 
  ② その他取締役の異動 
 

１．新任 
 
      取締役常務執行役員   尾 上  秀 俊（現 常務執行役員） 
 

２．退任 
 
                  田 村  由 人（現 取締役専務執行役員） 
                     ※ 同日付で取締役、執行役員を退任し、常任顧問に就任予定 
 
 
  ③ その他執行役員の異動 
 

１．昇任 
 
      取締役専務執行役員   瀬 戸     明（現 取締役常務執行役員） 
      常務執行役員      栢之間 昌治（現 執行役員） 
      常務執行役員      菊 池  奉 行（現 執行役員） 
      常務執行役員      吉 田  伸 章（現 執行役員） 
 

２．退任 
 
                  糸 数     博（現 常務執行役員） 
                  ※ 大連日清製油有限公司 総経理を継続予定 
                  森   俊 夫（現 常務執行役員） 
                  ※ 同日付で常任顧問に就任予定 
  ④ 監査役の異動 
 
      該当事項なし 
 
 

以  上 
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